
 

 

 
 
 

 

 

「ひとりじゃないから」 
 

キリスト教センター長 ミカエル 藤倉哲哉 
 

マタイによる福音書「18:15-もしあなたの兄弟が罪を犯すなら、行って、彼とふたりだけの所で忠告し
なさい。もし聞いてくれたら、あなたの兄弟を得たことになる。:16 もし聞いてくれないなら、ほかに
ひとりふたりを、一緒に連れて行きなさい。それは、ふたりまたは三人の証人の口によって、すべて
のことがらが確かめられるためである。」 

 
身近なトラブル、例えば近隣の住人との間のトラブルを解決するためには、まず当事者同士で 

話合うことから始めなければなりません。最近では近所の些細なトラブルでもすぐ警察に 

通報することがあり、解決の糸口を見失ってこじらせることも多いようです。また、友だちとの 
トラブルの場合は報復や更なるいじめに発展するかも知れない…との懸念もあり、ふたりだけの 

場で忠告するとか他の友人に付き添ってもらうのも難しそうに思えます。 
 これが国境を越えた紛争の解決を求めるとなると、さらに大きな困難を伴います。たとえ 
一方的に大義を掲げても人の命を奪う軍事攻撃や弾圧は赦されませんが、友人の付き添い 

どころか,国際機関が口を揃えて忠告しても、どれほど強い言葉で非難しても、相手が応じ 
なければ、その先に望みはありません。 

 さらに、私たちの周辺で社会的に注目を集め、非難されるような事件についても、責任を 
負うべき当事者が非を認めず、改善に取りかからないないことは決して少なくありません。 
そして、頻繁にこのような理不尽さを感じるようになると、人びとは｢もうどうしようもない｣ 
｢何をしても無駄だ｣｢選挙も民主主義も意味がない｣と前に進む力を失うことになります。 
 祈っても戦争は終わらないのでしょうか。弾圧、圧政、独裁、分断、差別、虐待、犯罪、 
いじめ、ハラスメントは、いつになったらなくなるのでしょうか。 
 

「18:18よく言っておく。あなたがたが地上でつなぐことは、天でも皆つながれ…   :19  …あなたがたの 
うちのふたりが、どんな願い事についても地上で心を合わせるなら、天にいますわたしの父は 
それをかなえて下さるであろう。:20 ふたりまたは三人が、わたしの名によって集まっている所には、 
わたしもその中にいるのである」。 

 
 諦めずに祈りましょう。みんなで声をあげよう、みんなで声を 
聞こう、みんなで話し合おう、みんなで考えよう、みんなで行動 
しよう、みんなの幸せのために、ひとりじゃないから…。 

 祈りは必ず届くと信じて。 
 

一口メモ 「独裁者はいつの世も…」 
 

ローマ帝国初期のころユダヤ王国を支配していたヘロデ王はイエスが誕生した際に｢ユダヤの 
王が生まれた｣と聞き、自らの地位が脅かされることを恐れてイエスの殺害を命じます。このとき 
誰がイエスか分からなかったので、ベツレヘム周辺の2歳以下の男の子をことごとく殺しましたが、 
ヨセフは夢のお告げの通りマリアとイエスを連れてエジプトへ逃げたので無事でした。 
 歴史的にも続く宗教を対立の原点とする紛争は、どちらに 
非があると決めることは難しいのですが、何事によらず暴力で 
攻撃したり、武力で弾圧したり、人権を蹂躙したりすることは 
正当化されません。 
そして、宗教や政治の世界だけの問題ではないことも忘れては 

なりません。小さな暴君や独裁者はどこにでもいるからです。 
内定先の社長はワンマンじゃないよな･･･。「えっ！私も？」。 
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ウクライナのための祈り 
 
 
正義と平和の神よ、

 

わたしたちは今日、ウクライナの人々のために祈ります。 

またわたしたちは平和のために、そして武器が置かれますよう祈ります。 
明日を恐れるすべての人々に、 
あなたの慰めの霊が寄り添ってくださいますように。 
平和や戦争を支配する力を持つ人々が、知恵と見識と思いやりによって、 
み旨に適う決断へと導かれますように。 
そして何よりも、危険にさらされ、恐怖の中にいるあなたの大切な 
子どもたちを、あなたが抱き守ってくださいますように。 

平和の君、主イエス・キリストによってお願いいたします。 
アーメン。 
 

ジャスティン・ウェルビー大主教 
スティーブン・コットレル大主教 
                            

 
 

A Prayer for Ukraine 

God of peace and justice, 
we pray for the people of Ukraine today. 
We pray for peace and the laying down of weapons. 
We pray for all those who fear for tomorrow, 
that your Spirit of comfort would draw near to them. 
We pray for those with power over war or peace, 
for wisdom, discernment and compassion to guide their decisions. 
Above all, we pray for all your precious children, at risk and in fear, 
that you would hold and protect them. 
We pray in the name of Jesus, the Prince of Peace. 
Amen. 
 

Archbishop Justin Welby 
Archbishop Stephen Cottrell 
 

 

 

 

 

 
 
 
ウクライナのための祈り（カード）日本聖公会東京教区のページへ 

      禁複製転載（C）St.Michael‘s KIU_MTF  神戸国際大学キリスト教センター 
  


